
群馬大学では、平成 29年度から日本財団から助成を受け、群馬県との共同事業として「学術手話

通訳に対応した通訳者の養成」事業を始めています。 

 本事業の一環として、群馬大学にて地域で活動されている手話通訳者の技術の質の向上を目指し、

さらに高等教育機関における聴覚障害学生の手話通訳ニーズへの対応へつなげるため、昨年度と同

様、学術手話通訳の専門家をお招きし、研修会を開催します。 

 参加ご希望の方は、裏面申込用紙にご記入の上、メールまたは FAXでお知らせください。 

 

日程・講師（詳しい時間帯については裏面をご覧ください） 

 

 

 対象者：群馬県登録手話通訳者 

 場所：群馬大学荒牧キャンパス教育学部 B棟 102教室 

 定員：25名（応募者多数の場合は先着順とします） 

 申込方法：裏面をご覧ください。 

 

主催：群馬大学 共催：群馬県 助成：日本財団 

 

①  12月 1日（土）（90分×5コマ） 

講師：宮原麻衣子氏（国立障害者リハビリテーションセンター学院手話通訳学科元教官） 

豊富な大学の講義や学会等での学術手話通訳経験および手話通訳者養成指導 

経験有。渋川市出身。 

②  12月 25日（火）（90分×3コマ） 

講師：中野聡子氏（大阪大学キャンパスライフ健康支援センター相談支援部門講師） 

主著『大人の手話 子どもの手話 −手話にみる空間認知の発達−』明石書店 

学術手話通訳研究の第一人者。今年、大阪大学主催、関西地域の大学・機関共催

により、「学術手話通訳のための実践セミナー」を開催（全３回）。 

③  12月 26日（水）（90分×3コマ） 

講師：白澤麻弓氏（筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター准教授） 

主著『日本語-手話同時通訳の評価に関する研究』風間書房 

PEPNet-Japan（日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク）事務局長として、

全国の聴覚障害学生支援をリードしている。 

 

平成 30 年度  

「学術手話通訳に対応した通訳者養成研修会」のお知らせ 



平成 30年度 「学術手話通訳に対応した通訳者養成研修会」 

申込用紙 

【講義スケジュール】 

日にち 講師名 

(敬称略) 

8:40 

-10:10 

10:20 

-11:50 

12:40 

-14:10 

14:20 

-15:50 

16:00 

-17:30 

12月 1日（土） 宮原 ● ● ● ● ● 

12月 25日（火） 中野 ● ● ●   

12月 26日（水） 白澤   ● ● ● 

 

※全日程参加が望ましいですが、１日間あるいは２日間の参加でも構いません。 

※ただし、講義が始まったあとの途中入室・途中退室はお控えください。 

 

①氏名（ふりがな）：        

②お住まいの地域：        市・町・村 

③手話通訳活動歴： 約   年  

④連絡先 電話：    FAX：     

⑤メールアドレス：         

⑥参加希望日（参加を希望される日を○で囲んでください） 

全日程（３日間）/ １２月１日 / １２月２５日 / １２月２６日 

申込方法 
必要事項を記載して、メールまたは FAXで下記問い合わせ先までお申し込みください。 

メールの場合、件名に「平成 30年度学術手話通訳研修会参加申込」と記載の上、 

本文に上記①～⑥の必要事項を記入してお送りください。 

 

問い合わせ先 
日本財団助成事業 群馬大学手話サポーター養成プロジェクト室 

（〒371-8510 群馬県前橋市荒牧町４丁目２番地 群馬大学荒牧キャンパス教育学部 B棟 106） 

担当者：二神・川端 

Email：r.futagami@gunma-u.ac.jpもしくは kaede.kawa@gunma-u.ac.jp  

電話：027-220-7157  FAX：027-220-7390 

※お問い合わせはできるだけメールもしくは FAXでお願いいたします。 

mailto:r.futagami@gunma-u.ac.jp

